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❼
子
ど
も
達
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し

た
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
絵 

❽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
「SkyT

」 

❾
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た

が
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

7

8

9

　

5
月
3
日
か
ら
4
日
に

か
け
て
、
18
組
の
バ
ン
ド

が
出
演
す
る
霊
山
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
霊
山

こ
ど
も
の
村
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
に

見
舞
わ
れ
、
屋
内
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
2

日
間
で
約
１
５
０
０
人
が

来
場
し
、
ジ
ャ
ズ
や
サ
ル

サ
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

会
場
内
で
は
、
楽
器
を

作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
か
れ
、
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

霊山ジャズフェスティバル
5 月 3～4日 

12

10
霊
山
か
ら
望
む
阿
武
隈
高
地
の
山
々
（
後

日
撮
影
） 

11
霊
山
神
社
の
宮
司
ら
に
よ
っ
て

安
全
祈
願 

12
期
間
中
は
登
山
客
に
は
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、
疲
れ
た
体
を
温
め
た

10

11

　

5
月
3
日
か
ら
6
日
に

か
け
て
霊
山
新
緑
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
は
雨
が
続
き
、
登
山
客

は
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
霊
山
の
美
し
い

自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

5
月
3
日
に
は
山
開
き

安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
来
賓
や
登
山
客
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
主

催
者
の
森
藤
実
行
委
員
長

は
「
霊
山
道
路
開
通
、
道

の
駅
オ
ー
プ
ン
と
盛
り
上

が
っ
て
き
た
の
で
、
ぜ
ひ

霊
山
登
山
に
も
訪
れ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

霊山新緑まつり
5 月 3～6日 
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❶
雅
楽
に
合
わ
せ
て
優
雅
に
舞
う 

❷
三
匹
獅

子
の
北
又
獅
子
舞
が
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
参

道
を
進
む 

❸
高
々
と
太
刀
を
掲
げ
る
濫
觴
武

楽
隊

1

2

3

　

4
月
29
日
、
霊
山
神
社

春
季
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
同
神
社
の

ご
祭
神
で
あ
る
、
南
北
朝

時
代
の
武
将
・
北
畠
顕あ

き
い
え家

の
生
誕
7
0
0
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に

増
し
て
多
く
の
来
場
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

例
大
祭
で
は
、
市
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
濫ら

ん
じ
ょ
う
ぶ
が
く

觴
武
楽
」
や
「
大
石

北
又
獅
子
舞
」
の
ほ
か
、

霊
山
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
勇
壮
な
太
鼓
や
笛

の
音
色
に
合
わ
せ
て
舞
を

披
露
し
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

4 月 29 日 

霊山神社春季例大祭

❹
宮
入
り
し
、
祭
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

迎
え
る 

❺
獅
子
頭
を
か
ぶ
る
と
、
一
年
を
健

康
に
過
ご
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
る 

❻
笛
の
音

色
が
緑
濃
く
な
っ
た
愛
宕
山
に
響
く

4

5

6

箱崎の獅子舞
4 月 29、30日 　

4
月
29
、
30
日
に
箱
崎

愛
宕
神
社
例
大
祭
が
行
わ

れ
、　
「
箱
崎
の
獅
子
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

「
箱
崎
の
獅
子
舞
」
は
、

4
5
0
年
以
上
に
わ
た

る
歴
史
が
あ
り
、
本
市
で

唯
一
、
県
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

29
日
は
、
愛
宕
山
で
三

匹
の
獅
子
が
笛
や
太
鼓
の

音
色
に
合
わ
せ
て
多
彩
な

舞
を
披
露
。
30
日
は
、
獅

子
舞
が
地
区
の
家
々
を
練

り
歩
く
「
村
廻
り
」
が
行

わ
れ
、
五
穀
豊
穣
や
鎮
災

防
火
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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